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	　札幌市内における令和８年上半期の火災発生件数は２３２件で、前年比７件の増加となりました。
	　また、火災による死者は３名で、前年比３名の減少、負傷者は４５名で、６名の減少となっています。
	【火災種別・死傷者の発生状況】
	　出火原因は「電気関係」が最も多く、次いで、「放火」、「こんろ」、「たばこ」、「ストーブ」となっています。電気関係火災は過去１０年間で最多となっており、モバイルバッテリー等の充電式電池からの出火が１２件と依然として高い水準にあります。
	　近年では様々な電気製品に充電式電池が使われています。その中でも、リチウムイオン電池はスマートフォンやモバイルバッテリーなど身近な製品にも使用されています。

	火災予防の９つのポイント
	①購入時
	の注意点
	□ PSEマークやリサイクルマークが表示されているものを購入する。


	②使用時
	の注意点

	③ 充電時
	の注意点
	万が一、発火したら・・・
	消火器や大量の水で消火し、可能であればバケツ等に水没させましょう。



	廃棄時の３つのポイント
	（一社）JBRC回収協力店


